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rs2013162、rs2235371 の出現頻度について TaqMan® SNP Genotyping Assays を用いて解
析した。側面セファロ画像解析は Image J を用いて１名の観察者により行った。計測項目は
Subalare、Subnasale、Labralesuperis と Nasion-Point A 平面との距離（Sbal-NA、Sn-NA、
LS-NA）とし、これらを従属変数、性別、個体数、顔面サイズを表す幾何平均（GM）、SNP
を説明変数として重回帰分析を行った。rs2013162 および rs2235371 は Sbal-NA および
Sn-NA、および Sbal-NA/Ls-NA 比に統計学的に有意な関連を認めた。性別と上記の２つの
SNPs は関連が認められなかった。重回帰分析の結果、上記２つの SNPs と硬組織形態の関連
は認められなかったことから、IRF6 の SNP が顔面形態に与える影響は軟組織に限局すると
考えられた。以上の結果から、 IRF6 遺伝子多型は正常範囲内で表現形を調節する
















1. 今回解析対象とした 441 名における IRF6 遺伝子の４つの SNP の比率を説明せよ。また，
民族間による違いは見られたか。 
各 SNP の日本人、韓国人における変異の割合を示す。 
SNP         日本人  韓国人       SNP         日本人  韓国人 
rs17389541 7.3% 13.5%        rs2013162 53.1% 52.7% 
rs642961 16.0% 15.8%        rs2235371 39.9% 36.2% 
また、以上より民族間で違いは認められない。  
2. 口唇鼻形態という軟組織形態の評価を行う方法として，セファログラムによる解析は適当



















 以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。  
（主査が記載） 
